
昭和22年の主なできごと
茅ヶ崎 日本 世界

１月
●官公庁労組のトップを切り、
　茅ヶ崎町職組が労働協約を
　獲得

●朝日新聞が右書きから左書きに
●全国主要都市で学校給食開始
●マッカーサーの命令で２・１スト中止

●フランスでラマディエ内閣成立

２月 ●町長に添田良信氏が就任 ●パリ条約締結

３月
●小出村で小作地の
　買収計画要領決定

●東京都22区に再編
●学校教育法公布

●トルーマン・ドクトリン宣言

４月

●平和女学校が「平和中学校」
　と改称
●初の県知事・市町村長選挙
　→小出村村長に広瀬善治、
　　茅ヶ崎町町長に添田良信氏
　　が当選
●県議会・市町村会議員選挙
　→県議に添田良信が当選

●６・３制開始
●手塚治虫が『新宝島』出版
●労働基準法公布
●第１回参議院議員選挙
●第23回総選挙

５月

●茅ヶ崎第一中学校、
　第二中学校（現・鶴嶺中学
　校）、第三中学校（現・松林中
　学校）、村立小出中学校が
　開校
●市制施行の意見書を内務
　大臣、県知事に提出
●第二中学校に茅ヶ崎初の
　PTA結成
●物価引き下げを求める町民
　大会開催

●日本国憲法施行

６月
●市制推進委員会の宣伝部会
　を開く

●片山哲内閣が誕生

７月

●茅ヶ崎～小出間のバス開通
●小出村で不在地主の貸し付
　け地買収開始
●茅ヶ崎劇場開館

８月 ●浅間山噴火 ●インドがパキスタンを分離し独立

９月

●町農業会長、茅ヶ崎工業
　倶楽部などが市制施行に
　関する陳情書提出
●市制施行に関し、内務
　省行政課長らが実地調査
●茅ヶ崎小学校で県農業復興
　会議結成
●小出村で農地委員リコール請求
●キャスリン台風により茅ヶ崎
　に被害

●労働省発足
●キャスリン台風により
　関東地方に被害

●米国で国防総省（ペンタゴン）と
　中央情報局（CIA）発足
●コミンフォルムの形成

10月
●茅ヶ崎市に市制施行
●湘南文化協議会が茅ヶ崎で
　組織される

●全国地方自治協議会が発足 ●関税及び貿易に関する
　一般協定（ＧＡＴＴ）締結

11月

●総合運動場建設を計画、
　県費助成を求めて陳情
●苺栽培復活（第２次世界大戦
中、あまり行われていなかった）

●農業共同組合法が公布 ●イギリスのエリザベス女王結婚


